










要約 川崎病患者のリンパ球を材料として特にレトロウイルスの探索に重点をおいた種々

の方法によりウイルス分離を試みた。 

3-3 名の患者リンパ球を継代リンパ球株及び臍帯血からの初代リンパ球と混合培養し調べ

たが川崎病に特異的なウイルス抗原,ウイルス粒子は見出せなかった。又,培養液の超遠心

沈渣の DNAポリメラーゼを測定し若干上昇のみられたものもあったが poly rA/poly dA を

鋳型とした酵素活性の比は何れも 1以下で逆転写酵素ではないことが判明した。新型ヘル

ペスウイルス HHV6 との関連性も調べたが川崎病と HHV6 との間には因果関係は認められな

かった。 

患者血清の遠心沈渣を電子顕微鏡でしらべ 4例中 3例にヘルペスウイルス様粒子をみとめ

たが,川崎病との因果関係は不明で目下検討を進めている。 


